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●神鋼神戸発電所が営業運転を開始
平成11年3月から神戸製鉄所内で建設を進めていた「神鋼

神戸発電所」の1号機（発電規模70万キロワット）が、本年4月
1日から営業運転を開始しました。
これは、国内最大規模の電力卸供給事業で、発電した電力
は全て関西電力株式会社に卸供給されます。神鋼神戸発電所
の稼動によって、神戸市の電力自給率は大幅に向上し、平成16
年4月に営業運転開始を予定している2号機（発電規模70万キ
ロワット、1・2号機合わせて140万キロワット）稼動時には、神戸
市の夏季ピーク時使用電力の約8割をまかなうことができ、神戸
市域にとっては新たなライフラインが構築されることになります。
採算面では、2号機が稼動する平成16年度以降、年間売上

高600億円程度、売上高経常利益率としては15年平均で20％
以上が見込まれており、当社の安定収益源として期待されます。
また、発電所の熱エネルギーを活用した「近隣酒造会社への
蒸気供給」も始まり、温浴施設「灘浜ガーデンバーデン」（神戸市
灘区新在家南町）や「灘浜スポーツゾーン」（同・東灘区御影浜
町）もオープンしました。

神鋼神戸発電所全景

本年4月に営業運転を開始した電力卸供給事業については、1号
機の安定操業に努めるとともに2号機の建設工事を着実に推進し、
より安定した収益基盤を構築してまいります。

◆アルミ・銅部門
アルミ押出分野では住友軽金属工業株式会社、銅板条分野では
三菱マテリアル株式会社および三菱伸銅株式会社との業務提携を
進めております。これらの効果の追求も含めて、より一層競争力の強
化に取り組むことで、今後回復が期待されるIT関連需要を最大限
に取り込み、収益に結びつけるべく対処してまいります。また、軽量
化の必要性から需要が確実に伸びつつある自動車材について、総
合アルミ部材の供給者としてトップの地位を確固たるものにしてまい
ります。

◆機械部門
引き続き需要が期待できる環境・エネルギー分野で確実に受注を
確保するとともに、コストダウンにも継続的に取り組んでまいります。ま
た、新規メニュー・機種の創出と新規事業分野への参入についても
活動を本格化させてまいります。一方、厳しい受注環境にある海外
エンジニアリング事業については、要員の削減と競争力のあるメニュ
ーに特化すべく事業再構築に全力を尽くしてまいります。

また、全社的には、中期経営計画に掲げた諸施策を実行するこ
とを通じて、事業構造の変革をさらに推し進め財務体質の早期回復
に取り組んでおりますが、事業環境の急激な悪化を踏まえて、昨年9
月に平成14年度からの2年間を対象とする「緊急収益改善策」を決
定し、実行しております。この施策においては、従業員の年収水準の
引き下げ、役員報酬減額率の拡大および研究開発費等の経費の圧
縮を実施してまいります。この間に、これまでの施策に加えて、従来
の視点にとらわれることなく、あらゆる方策を講じることにより安定的
な収益体質を構築するとともに、欠損金の早期解消、有利子負債の
圧縮による財務体質の改善を図ってまいる所存であります。
最後に、当社の元取締役らが平成11年11月に商法違反に問われ
たことに関連して、当社の元取締役および現取締役に対する株主代
表訴訟が神戸地方裁判所に提起されておりましたが、本年4月、本
訴訟は和解手続と一部被告の認諾手続により終結いたしました。株
主の皆様には、長きにわたりご心配とご迷惑をおかけしてまいりまし
たことをあらためて衷心よりお詫び申しあげます。今後は本件を教
訓とし、万全なコンプライアンス・チェック体制の確立とコーポレートガ
バナンスの推進に全力をあげて取り組む所存であります。
株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援とご鞭撻を賜わ
りますようお願い申しあげます。

平成14年6月　

温浴施設「灘浜ガーデンバーデン」中央操作室



●新製鉄法の実証プラント建設へ
次世代の新製鉄法「ITmk3（アイティー マークスリー）」の実証

プラント（年間生産規模25,000トン。平成15年3月末完成予定）を、
米国ミネソタ州のノースショア鉱山で建設することになりました。

「ITmk3」は、当社が開
発を進めてきた画期的な次
世代新製鉄法で、粉鉱石
と粉炭を造粒したうえで回
転炉床炉に投入し、高炉
法で製造される銑鉄と同
等の品位を持つ「粒鉄（ナ
ゲット）」を製造するプロセ
スです。従来の製鉄法に
比べて、1ＣＯ2排出量20％
削減、2原料の還元・溶
融・スラグ分離がわずか10

分程度、3設備費も半分以下、4先進工
業国だけでなく、鉄鉱石鉱山の山元でも
立地が可能、といった特徴を持っています。
なお、実証プラントを経て、商業機の運
転開始は平成17年中頃を予定しています。

●独自のブロードバンド通信システムを開発
専用携帯端末を持った人が、自動販売機大の無線基地局

の半径50ｍ以内に入れば、文庫本1冊の音声データを約1分で
ダウンロードできる独自のブロードバンド通信システムを開発し
ました。
このシステムは、利用者が持ち歩く携帯端末、無線基地局、
コンテンツサーバーで構成され、各端末から要求されたコンテ
ンツは、基地局から個別に配信されるほか、エリア内の全端末
に同じデータを一斉配信したり、1台のサーバーからインターネ
ットを介して全国各地の基地局に様々なコンテンツを配信する
こともできます。
現在、筑波技術短期大学にお

いて視覚障害者の学生に音声教
材を配信する実証実験が始まって
おり、今後、全国に約70カ所ある
視覚障害者の学校などにこのシス
テムの導入を働きかけていきます。
また、全国展開している英会話学
校や通信教育を手がけている事
業者にも売り込んでいく予定です。

65

●“超”放熱性の電気亜鉛めっき鋼板を開発
熱放射率がもっとも高いと

いわれる“炭”（放射率0.90）と
同等で、従来の電気亜鉛めっ
き鋼板（同0.12）の実に7倍以
上の放熱性を持つ「コーベホ
ーネツ（同0.86）」を開発しまし
た。「放熱性をもつ鋼板」をコ
ンセプトに開発、実現したの
は世界でも初めてのことです。

最近の電子機器や家電製品は、高性能化に伴い、ICや半
導体、モーターなどの発熱量が大きくなる傾向がありますが、
「コーベホーネツ」の採用によって電子機器内の温度は4℃下
がり、発熱量の40％程度吸収できます。
その結果、モーターの容量アップや冷却ファンモーターの容
量低減、あるいはファンモーターレスも可能になり、電子機器の
高速化・高機能化・小型化ニーズに対応できます。現在、複数
の大手電子機器メーカーから高い実機評価を得ており、早い
段階での幅広い採用が期待されます。

●太陽光発電システム、一般住宅向けへ進出
当社の太陽光発電システムは、本年1月、「新エネルギー財団
会長賞」を受賞した神戸の「南貿易ビル」やこのほど完成した
沖縄県糸満市の新市庁舎（国内最大の195キロワット）ほか、公
共・産業向けを中心に多くの実績を重ねてきました。
一方、太陽電池需要の約80％を占める住宅分野での強化も

進め、昨年は大手住宅メーカー・ミサワ
ホーム株式会社の主力住宅に採用され
ました。
昨年11月には高砂製作所内でモジ

ュール工場（太陽電池セルを組み立て
て、モジュール化する）を稼動させ、モ
ジュールの商業生産を開始しました。

電気亜鉛めっき鋼板「コーベホーネツ」

当社の加古川製鉄所内に建設されたパイロットプラント

市庁舎南面の水平遮光ルーバーに
取り付けられた太陽電池モジュール

糸満新市庁舎 無線情報配信システム

溶解性に富んだ製品ナゲット
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